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１、研究主題    
食育発信を通して家庭との連携について考える 

～「食育ノート」を活用した取り組み～ 
                         

2、主題設定の理由 
 私が勤務している保育園がある金ケ崎町は、まちづくりの基本方針として「３

育（食育・子育・地育）」を掲げ、「金ヶ崎の恵みに感謝して、おいしく、たの

しく、かしこく食べよう」をスローガンに「金ヶ崎町食育推進計画」をもとに、

幼保、小・中学校、職場、家庭・地域みんなが一体となって取り組んでいる町

である。当園では、食育活動においては風の子農園での野菜作り、地域の方と

の交流を兼ねて豆腐作りや加工品作り、食生活アンケートなどの実施、そして

21 年度の大きな取り組みとして「早寝・早起き・朝ごはん」活動に積極的に取
り組んだ。 
 園での子供たちの様子や、連絡帳やアンケートなどを通して家庭からの悩み

を見てみると、箸やスプーンの使い方がおかしい、挨拶が出来ない、食事中テ

レビばかり見てご飯が進まない、など様々な問題点がでてきた。 
これまでもそんな問題を園として何ができるか考え、支援してきたが、子ど

もは園で、そして家庭へは主にお便りなどで、取り組み方法に子ども・職員間・

家庭との一体感を感じることができなかった。実際子どもたちに食育指導を行

う時間もあまりとれず、取り組んだところで家庭へはうまく伝わっていないの

である。家庭での子どもたちの食の様子や、悩みなどについても一緒にお話し

する機会はないに等しい。これで果たして子どもたちの食を取り巻く環境につ

いて、情報を把握し、個々の発達や状況に応じた給食づくりへといかしている

と言えるのだろうか。 
 今回は新たな取り組み方法を研究し、子ども・職員間・家庭との連携を深め、

子どもたちが心身共に健康に育つために、園ではどのような支援をしていけば

よいかを考えていくことにした。 
 
3、研究のねらい  
 １９年度の食生活アンケートで挙げられた食に関する悩みを毎月１項目ずつ

親子で取り組んでいく「食育ノート」を作ることで、園での共通指導に取り組

みやすくする。また、親子で取り組むことで、個々の家庭の食生活を見直すき

っかけを作っていく。 
 
4、研究の仮説 
 親子で一緒に取り組むことで、子どもの食に対する悩みに気づき、家庭での

食生活についても見直すきっかけとなるのではないか。また、提出という形を

とることで、「食育ノート」が家庭と園で一体となって指導しやすくなるのでは

ないか。 
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 毎月一つずつの目標なので、年間食育計画とも合わせながら取り組みやすく

なるのではないか。職員にも普段の給食の時間などに子どもたちの食事のマナ

ーなど、支援すべき問題点がはっきりとわかりやすくなるのではないか。 
 
5、実践内容 
≪1年目の取り組み≫  
 

(１)「食育ノート」の使い方 
  毎月一つ、１９年度実施の食生活アンケート結果から見い出された園の子

どもたちの問題点や、家庭からの気になることを挙げ、目標に設定する。 
  一人１冊のノートをつくり、毎月カレンダー式のチェック表と、その月の

取り組みに対するミニアドバイスを添付する。そして、毎日親子で取り組み

ながらチェックし、目標が達成されたかどうか○×で記入してもらう。ノー

トは毎日提出とし、給食で結果について確認し、時間に余裕があれば給食の

時間に子どもたちに伝える。月末には家庭から頑張ったことや取り組みで変

わったこと、気づいたことなど何でも自由に記入してもらい、それに対して

アドバイスやコメントなど、給食からの励ましの言葉を記入する欄を設けた。 
 

(２) 毎月の目標と成果 
月 取り組み目標 目標設定の 

理由 
家庭からのコメント 

 
 
５

月 

「朝ごはんを

しっかり食べ

てこよう」 

朝ごはんを食

べることの重

要性を伝え、

子どもの体調

の変化に気づ

かせていく。 

・自分（親）が朝ごはんを食べていなかっ

たことを反省し、一緒に朝ごはんを食べ

るようになった。子どもの食も進んだ。 
・朝ごはんをしっかり食べると、うんちも

しっかり出るんだとわかった。うんちが

子どもの健康状態を知る良いきっかけ

となる。 
この結果、2 年前の食生活アンケート調査で「朝食を親と一緒に食べる家庭」
が 20％だったのが、60％までに増えた。（仕事の準備などで親が先に食べたり、
朝食を抜いている親がいたりで 20％だったが、家族の誰か、兄弟や祖父母と食
べる子を足すと、ほぼ 100％の家庭で誰かとは一緒に食べている結果であった
ことを補足する。） 

 

6
月 

「一口入れたら

20回噛んで食べ
よう」 

噛むことの効

果を伝え、意識

してよく噛む

ことをすすめ

ていく。 

・20回はなかなか噛めないものだと驚い
た。 
・子どもと一緒に数えながら食べた。 
数えるのに集中しすぎて、食べるのが

遅くなった。 
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この目標に対する意見として、1 歳児の子どもにはまだ難しい目標だったとい
う家庭からの意見もあり、各年齢の発達をよく捉えて取り組むことへの配慮に欠

けていたことを反省させられた。 
 

 
 

7
月 

「朝ごはんで

黄色のお皿の

食べ物を食べ

てこよう」 

まずは 1 日の
活動のエネル

ギーとなる主

食の種類を知

り、食べてく

る。 

・エネルギーとなる黄色のお皿の食べ物

をあまり食べずに海へ遊びに行った

ら、体が寒いと言ってすぐに帰ってき

てしまった。次の日ご飯をしっかり食

べてから海へ行くと、元気に遊べてい

た。自分でもご飯の大切さが体感して

わかったようだった。 

 
  

8
月 

「朝ごはんで

赤のお皿の食

べ物を食べて

こよう」 

ワンパターン

になりがちな

赤のお皿の食

材にも色々な

ものがあるこ

とを伝えてい

く。 

・朝ごはんは、いつも卵料理など同じメ

ニューばかりになっていることに気が

ついた。色々な食材を食べさせること

が大切だと感じた。 

 
    

９

月 

「朝ごはんで

緑のお皿の食

べ物を食べて

こよう」 

朝の食卓に並

ぶことが少な

い緑のお皿の

食材を知らせ、

他の色のお皿

との相乗効果

の大切さにつ

いて伝えてい

く。 

・苦手な野菜も目標を意識してか、がん

ばって朝も食べるようになった。 
・緑のお皿に色々な種類があることがわ

かった。親としてきちんと用意してあ

げなければと思った。 

 
  

10
月 

「４つの 
お皿をそろえ

よう」 

黄・赤・緑・

白の 4 つのお
皿をそろえる

ことで、自然

とバランスの

とれた食事を

そろえること

ができ、初め

たんぽぽまつりの展示として月 2 枚の
プリント提出形式とした。先月までの 3
色栄養について理解しており、食卓にワ

ンプレートではなく、昔ながらの一汁二

菜の大切さを考えながら、４つのおさら

に取り組んでいた。交互食べをすること

へのきっかけにもなったようだった。 
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て食べ物の栄

養が活躍でき

ることを伝え

る。 
 
  

11
月 

「何かひとつ

お手伝いをし

てみよう」 

小さなことで

もお手伝いを

することで、

感謝の気持ち

を持たせ、食

への関心を高

めていく。 

・お手伝いをさせることで、野菜切りな

ど我が子ができることに驚いた。 
・一緒に何か作ったりできたことが楽し

かった。自分で作ると食欲も違うよう

だ。 
・声をかけないとなかなか自分からはや

ってくれなかった。 

 
 

12
月 

「いただきま

す、 ごちそう

さまをきちん

としよう」 

ご飯を作って

くれた人への

感謝の気持ち

や、遊びと食

事のメリハリ

を つ け さ せ

る。 

・おうちでもお当番活動をやってくれた。 
・兄弟や私たち（親）があいさつを忘れ

ると注意された。 
・小さくても手を合わせたり、頭をぺこ

っと下げている仕草がかわいらしかっ

た。 

 
   

1
月 

「ごはんの時

はテレビを消

して食べよう」 

アンケートで

いちばん親が

気になった子

どもの食事マ

ナー。家族の

会話を楽しみ

ながら食事を

すること、テ

レビを消して

食事に集中す

ることを伝え

ていく。 

・小学校の兄弟がテレビを消すと怒るの

で毎日はできなかった。 
・テレビがついていなくても園での話な

どたくさんでき、子どもと向き合う大

切な時間だとわかった。しっかり話を

聞いてあげられて良かった。 
・テレビを見ることで普段の姿勢の悪さ

にも影響していることに驚いた。 
・食事に集中でき、いつもより食事時間

が早く済んだ。 
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2
月 

「親子で箸や

スプーンの持

ち方を確認し

ながら食べよ

う」 

子供に教えな

がら、親自身

も自分がお手

本になれるよ

う 確 認 さ せ

る。 

・大人が正しく持てないと恥ずかしいこ

とだと思った。 
・教えているうちに声をかけすぎ、子ど

もが怒ってしまった。 
・途中で甘えてきてまた変な持ち方にな

っていた。 
・自分から「箸の持ち方こうだよね」と

みせてくれた。 
 
(３) 20年度の取り組みのまとめ 
  3月にはまとめとして「食育ノート」に取り組んでどうであったか、食生活ア
ンケート調査を行った。その結果、家庭の食に対する姿勢が変わったと感じる

人が 90％弱に上り、10月の「４つのおさらをそろえよう」では、家庭の食事を
見直す良いきっかけとなった。また、食事のマナーでいちばん気になる家庭が

多かった。「食事のときはテレビを消す」ということが取り組みで習慣化され、

とても良い成果を挙げられた。 
  一方で、毎日の提出ということで負担に感じる家庭があり、来年度の検討課

題とする。 
 
≪2年目の取り組み≫ 
(１) 食育ノートの使い方 
 引き続き今年度も取り組む。アンケート結果の意見から、どうしたら押しつ

けではなく家庭へ負担にならないかを考え、結局、取り組みが 8 月からと遅く
なってしまった。 
 前年度の反省をもとに、ノートの提出は毎日ではなく月 2回とした。1回目は
取り組み期間と目標を親子で話し合い設定し、毎月 10日に提出してもらい、そ
の目標に対してのアドバイスをコメントする。そして取り組んだ内容や子ども

の様子、気づいたこと等を記入し、月末に保健所から配られた食生活チェック

表と一緒に次月 1 日に提出してもらい、取り組み内容や感想についてコメント
することとした。 
  
(２) 取り組みについての家庭や子どもの様子 
≪良かったこと≫ 
 ・ 取り組み期間を 1 週間と設定することで、集中して子どもたちが取り組
むことができた。また、家庭では子どもの様子をほぼ毎日記入し、子ども

たちや家庭での気持ちの変化、取り組みの内容が把握しやすくなった。 
 ・ 親子でその月に取り組みたい目標を考えることで、押しつけではなく、

積極的に取り組めるようになり、目標と年齢ごとの発達が合わずに目標達

成が難しいという問題が解消された。 
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・ 年長組においては、元常盤小学校教諭吉田智子先生による 3回にわたる教
育講演会を行い、そこから今年度の取り組みが「早寝・早起き・朝ごはん」

だったので、子どもたちが自分で目標についておうちの人に意見を出した家

庭が多く、そのことをとても喜んだコメントが寄せられた。 
 ・ 個々の取り組みを確認し、親が悩んでいることを把握できるようになっ

たので、時間がある時は給食の時間に個別指導しやすくなった。アドバイ

スをするために、自分自身も勉強したり、参考となる資料を探したり、自

分を高めることへもつながった。保育士の意見も聞いて、さらにわかりや

すい指導が園全体でできるようにしていきたい。 
 
≪問題点と解決策を探る≫ 
 

問 題 点 解 決 策 そ の 後 の 変 

化 
ノートの提出日を決

めてみたが、個々に取り

組み期間が異なるため、

提出日に関係なくバラ

バラに提出され、こちら

がチェックして返すの

に時間がかかりすぎた。 

 園長に相談したとこ

ろ、取り組み期間をこち

らで設定してもいいの

ではということだった

ので、12 月分より期間
設定はこちらで指定し

てみた。 

 以前より提出率もあ

がり、まとめて提出され

るようになったので、こ

ちらもチェックしやす

くなった。 

 行事などがなく、時間

に余裕がある時は個々

の目標を一覧にしてク

ラス担任に配布し、職員

間で共通理解を図ろう

とした。しかし、忙しく

なると同時に一覧表を

作るのが遅れ、配布でき

なかった。 

 給食の時間など、クラ

スを回る時にはなるべ

く食育ノートの目標に

目を通し、担任と話しな

がら子どもたちの指導

を行っていった。  

 全クラス、全園児への

指導はできなかった。ま

た、口頭で担任と話して

も記録として残すまで

はできなかったので、職

員間の連携はとれなか

った。 

 
(３) 21年度の取り組みのまとめ 

   今年度末も食生活アンケート調査を行った。今回は食育ノートについては 2
項目の質問のみとし、取り組み方法についての意見を伺うこととした。 

 
   ≪質問と結果≫ 
    提出率 未満児 44人中 41人（９３％） 以上児 72人中 54人（７５％）  

１．今年度の食育ノートの取り組み方法を変えてみたが、どうでしたか？ 
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  良かった  普 通  負担であった  特に必要ない 
未回答 0人 未満児   13人    16人  10人  0人 
未回答 3人 以上児  16人 22人   12人  3人 
  31％  40％   23％    3％  

                  
２．食育ノートに取り組んでみて、感じたことやお子さんが頑張ったことな

ど自由にお書きください。 
 ≪未満児の家庭の意見≫ 
・ 普段からも食に対して工夫し、「今度はこうしてみよう」など次のステッ

プへの目標も立てられるようになった。子どもも 1 週間集中して頑張れ
たので、日常的に続けられるようになった。 

・ 自分の都合に合わせながら取り組めたので、計画しやすかった。 
・ 大変だったが、親子一緒に取り組むことで意欲がわいた。 
・ 給食の先生からのアドバイスも頂き、とても参考になった。また、食べ

るだけでなく、起床時間などの生活面も見直すことができた。 
・ 子どものできる段階に合わせて食事をさせることができた。 
・ 取り組みで親のほうも意識してご飯を作り、食べさせることができた。 
・ まだ小さいので本人はよく分かっておらず、私たちのほうが少々力が入

ってしまったところもあると思う。 
・ ご飯をしっかり食べてくれるようになった。 
・ 兄弟の中で注意し合い、大人も手本となるよう気をつけることができよ

かった。 
・ 食べる量や食品にムラがあったが、目標を立てることで少しずつ克服で

きた。 
・ できたこと、できなかったことを○印やシールで確認できるので、子ど

もが楽しみながら取り組めた。 
・ おやつの時間が決まっておらず、勝手に食べることがあったが、取り組

みの中で時間を決めることの大切さを伝えることができた。 
 
 ≪以上児の家庭の意見≫ 
・ 親子一緒に目標を決めたので、本人も頑張れたし、親自身改めて食事の

大切さを感じさせられた。 
・ 目標があると親子ともに頑張る気持ちが出て、意欲的になれた。 
・ 食についていろいろ考えることがたくさんあるなあと感じた。 
・ 子どものペースより親のペースでせかしてしまうことが多かった。ゆと

りある食事を心がけたいと思った。 
・ 自然に食事に対する姿勢を気にしながら食べるようになった。 
・ 目標があるとお互い声をかけあいながら前向きに進めていく事ができた。 
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・ 子どもたちと向き合うことができた。 
・ 目標を決めて行うので、大人になってから自分でも気づいていなかった

ことに改めて気付かされた。記入していく中で子どもの改善すべき点も

分かった。 
・ 子どもの頑張ろうとする気持が嬉しかった。 
・ 本人がとても意識しており、目標は常に子どもが自分で考えていた。 
・ 仕事で帰宅が遅く、一緒に食べることが難しく、子どもをよくみてやれ

ないこともあった。 
・ 取り組みによってさらに本人へ言うことが多くなり、口うるさく感じて

いたのではないか。 
・ 1 日ではなく 1 週間ということで、途中、取り組みのことを忘れがちで
ある。 

・ 子どものことをよく見るようになり、自身をも振り返ることができた。 
・ 仕事が忙しくて一緒には取り組めなかった。 
・ 何を目標にすればよいかとても悩んだ。 
・ 昨年の取り組みのほうが楽だった。 
・ 食べず嫌いが良くなってきたと思う。 

6、考察 
 ・ 食育ノートの提出を月 2回に変更した事で、親の負担を減らせると考え
たが、前年度と違い○×式の記入ではなく一言でも文章で書くことを要求

したので、かえって大変だったのではないか。また、今年度からのおたよ

り帳も目標を書いたり、朝食を食べたかどうか、排便はどうか、子どもの

様子など記入する内容が重複している部分があり、2度手間のように感じ
られるところがあったのではないか。 

・ 月 2 回の提出のため、家庭でプリントを保管する期間が長く、月末の提
出の際には失くしてしまうということもあった。また、目標を設定して

一度提出を求めたが、まとめて月末に 1 回しか出さない家庭が多く、目
標に対するアドバイスや園での個別指導がうまく伝わらなかったのでは

なかったか。 
・ 未満児よりは以上児のほうがひとりで何でもできることが多いので、あ

えてノートの取り組みをしなくても、と感じるおうちの方が未満児と以

上児の間に差が出てしまったのではないか。 
・ 取り組みによって、わが子をよく見る家庭の方が増え、子どもとの食事

の時間を大切に感じてくれる人が多かったのではないか。 
・ 以前より、給食の内容や食育ノートを通じて、家庭との会話ができるよ

うになり、給食と家庭のつながりが少しずつできてきたのではないか。

園での取り組みも伝えやすくなり、家庭の率直な意見がもらえるように

なり、個々の発達や健康状況などに応じた給食づくりへとつながってい

った。 
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7、まとめ 
 毎月はっきりとした目標ができたことで、子どもたちへの指導も、家庭への

指導も取り組みやすくなった。個々の食事摂取状況の把握も少しずつできるよ

うになり、家庭での子どもたちの様子も分かるようになってきた。 
 また、押しつけではなく、親子で目標を設定することで取り組む姿勢や気持

ちにも変化がみられる家庭があり、各家庭の食生活を見つめ直し、成果を上げ

ていることを毎月確認でき、子どもの成長がうまく伝わるようになってきた。 
 一方で、2年目の取り組みのが負担に感じるところもあり、家庭を取り巻く環
境を知ること、本当に親が求めていることは何かを把握すること、それに対す

る取り組み方法を職員一体となって考え直す必要性を感じる。 
保育所保育指針第 6章 保護者に対する支援のところで、「子育て等に関する

相談や助言に当たっては、保護者の気持ちを受け止め、相互の信頼関係を基本

に」とある。私の活動はお願いするばかりで、保護者の大変さをまず理解し、

その上で、どのような活動をしていくかまで考えが及ばなかったことが反省さ

せられる。 
達成できなかった職員間での取り組みについては、私自身が保育に入り込み、

職員間の連携を図ることが必要ではなかったかと感じる。食育は園全体で行う

ものであるのに今の状況ではひとり相撲だったのではないか。職員会議等で給

食担当者の考えを明確に伝え、職員間の共通理解を図り、私自身が更に保育の

仕事を理解することが必要であった。 
家庭への啓蒙を行い、園全体で子どもの成長を担っていると感じてもらえる

よう、それぞれの職種の専門性を活かしながら共に進め、「楽しく食べる」こと

で、心身共に健康な子どもたちを育てていきたいと考える。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




